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資料―３ 
宝塚市 西山地域小中学校校歌 
 
① 宝塚第一小学校 校歌 
作詞 竹友藻風 

作曲 田中銀之助 

１．旭ヶ丘の松林 (あさひがおかの まつばやし) 

  真砂の原に色映ゆる (まさごのはらに いろはゆる) 

  学びの舎に集う子は (まなびのやどに つどうこは) 

  清く優しく凛々しかれ (きよくやさしく りりしかれ) 

 

２．仰げば六甲の山高く (あおげばむこうの やまたかく) 

  涯なき空に吹き通う (はてなきそらに ふきかよう) 

  風も爽けき庭の子は (かぜもさやけき にわのこは) 

  強く明るく雄々しかれ (つよくあかるく おおしかれ) 

 

３，平和の御国日の本の (へいわのみくに ひのもとの) 

  宝とならん友垣よ (たからとならん ともがきよ) 

  学ぶその身は健やかに (まなぶそのみは すこやかに) 

  こころ素直に正しかれ (こころすなおに ただしかれ) 

  (注：2003年現在、3番は「平和の国家日の本の (へいわのこっか ひのもとの)」となってい 

ます) 

 

 

② 西山小学校 校歌 (昭和５０(１9７５)年３月１４日：校歌選定委員会) 
作詞 平尾 克三 先生 

作曲 橋本 喬雄 先生 

１ さわやかな朝の すずかぜ (さわやかなあさの すずかぜ) 

たちならぶ ポプラの枝に (たちならぶ ぽぷらのえだに) 

たくましく ふくらむ若芽 (たくましく ふくらむわかめ) 

陽の光 あふれる校庭に (ひのひかり あふれるにわに) 

美しく こころをそだて (うつくしく こころをそだて) 

のびゆくは のびゆくは (のびゆくは のびゆくは) 

西山の子ら (にしやまのこら) 

 

２ きよらかな 逆瀬のながれ (きよらかな さかせのながれ) 

あたたかく 野上の丘に (あたたかく のがみのおかに) 

はぐくまれ 生いたつ若木 (はぐくまれ おいたつわかぎ) 

手をつなぎ 肩くみあいて (てをつなぎ かたくみあいて) 

きらめくは われらのいのち (きらめくは われらのいのち) 

かがやくは かがやくは (かがやくは かがやくは) 
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西山の子ら (にしやまのこら) 

 

３ たからかに くものわくはて (たからかに くものわくはて) 

もえあがり ひろがるのぞみ (もえあがり ひろがるのぞみ) 

野に山に うみのかなたに (のにやまに うみのかなたに) 

若とりの 羽ばたきつよく (わかとりの はばたきつよく) 

飛びたつも きずなはかたく (とびたつも きずなはかたく) 

むすばれる むすばれる (むすばれる むすばれる) 

西山の子ら (にしやまのこら) 

  

 

③ 宝塚第一中学校 校歌 
作詞 吉沢 義則 

作曲 永井 幸次 

１ 武庫山おろし 吹くなべに (むこやまおろし ふくなべに) 

昔を今に 逆瀬川 (むかしをいまに さかせがわ) 

新たなる世の 音たてて (あらたなるよの おとたてて) 

学びの春をうとうなり （まなびのはるをうとうなり） 

 

２ 夏はポプラの 青垣や (なつはぽぷらの あおがきや) 

天を目ざして 枝さえに (てんをめざして えださえに) 

陰を作らず 生いのぼり (かげをつくらず はいのぼり) 

高き理想を 指させり (たかきりそうを ゆびさせり) 

 

３ 秋は名におう 紅葉谷 (はるはなにおう もみじだに) 

宝梅園に 照る月の (ほうばいえんに てるつきの) 

光澄みつつ おのずから (ひかりすみつつ おのずから)  

心を玉と みがくべし (こころとたまと みがくべし) 

 

４ 降るや白雪 打つあられ (ふるやしらゆき うつあられ) 

身を鍛えつつ 冬の朝 (みをきたえつつ ふゆのあさ) 

校庭(にわ)もとどろに 踏みなすや (にわもとどろに ふみなすや) 

ここ宝塚 第一中 (ここたからづか だいいちちゅう) 

 

 

④ 宝梅中学校 校歌 (昭和３６(1961)年１２月２３日：校歌選定 発表会) 
作詞 岡田 指月 

作曲 酒井 協 

１ 八百万代に 空高く (やおよろずよに そらたかく)  

神馬の駆けし 昔より (しんばのかけし むかしより) 

園に床し 白梅の (そのにゆかし しらうめの)  
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その名気高き 宝梅中 (そのなけだかき ほうばいちゅう) 

 

２ 剣が峰に 守られし (つるぎがみねに まもられし)  

宝の塚の ゆかりにも (たからのつかの ゆかりにも) 

正義の誠 かざさなむ (せいぎのまこと かざさなむ) 

文化は薫る 宝梅中 (ぶんかはかおる ほうばいちゅう) 

 

３ 風雲何ぞ 意志強く (ふううんなんぞ いしつよく) 

たゆまず励む 学び業 (たゆまずはげむ まなびわざ) 

心も玉と 磨かなむ (こころもたまと みがかなむ) 

永遠に輝く 宝梅中 (とわにかがやく ほうばいちゅう) 

  

 

⑤ 光ガ丘中学校 校歌「光あふれて」 
作詞 小竹省三 
作曲 中西 覚 

１．朝 さわやかに いのちの芽生え (あさ さわやかに いのちのめばえ) 

かけのぼる緑の風に 光がおどる (かけのぼるみどりのかぜに ひかりがおどる） 

自然の恵みをうけて (しぜんのめぐみをうけて） 

英知の実り みなぎる力 （えいちのみのり みなぎるちから） 

光あふれる丘に （ひかりあふれるおかに） 

たくましい （たくましい） 

こころとからだを鍛えよう （こころとからだをきたえよう） 

 

２．聞け わきあがる いのちの歌を （きけ わきあがる いのちのうたを） 

ふるさとの大地の底に つきない泉 （ふるさとのだいちのそこに つきないいずみ） 

美しいものに寄せる （うつくしいものによせる） 

やさしい想い 価値への祈り （やさしいおもい かちへのいのり） 

いつも ほほえみ湛え （いつも ほほえみたたえ） 

広い愛 （ひろいあい） 

豊かなこころは わが願い （ゆたかなこころは わがねがい） 

 

３．いま 新しい いのちの夜明け （いま あたらしい いのちのよあけ） 

星雲の渦巻くかなた 旅立ちの時 （せいうんのうずまくかなた たびだちのとき） 

青春 希望はあふれ （せいしゅん きぼうはあふれ） 

こころあわせ 大空駆ける （こころあわせ おおぞらかける） 

若い力がひらく （わかいちからがひらく） 

七彩の （なないろの） 

光の未来よ 栄あれ （ひかりのみらいよ さかえあれ） 

 

ああ （ああ） 
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見上げれば 光のきらめきよ （みあげれば ひかりのきらめきよ） 

いのちの輝きよ （いのちのかがやきよ） 

いまこそ われら （いまこそ われら） 

限りない (かぎりない） 

限りない 宇宙へのはばたき （かぎりない うちゅうへのはばたき） 

 

 

小林聖心女子学院 校歌  
 
１ 朝に夕に鳴る鐘の (あさなゆうべに なるかねの) 

澄みて清けき丘の上に (すみてきよけき おかのえに) 

わが学舎の旗高し (わがまなびやの はたたかし) 

萬の徳のもといなる (よろずのとくの もといなる) 

聖心よりぞ流れずる (みこころよりぞ ながれずる) 

母性の愛の泉こそ (ぼせいのあいの いずみこそ) 

 

２ 我等の仰ぐ聖心と (われらのあおぐ せいしんと) 

高くかかげて進むなり (たかくかかげて すすむなり) 

萬の国のはてまでも (よろずのくにの はてまでも) 

萬里の波の彼方にも (ばんりのなみの かなたにも) 

何かおそれん人の為 (なにかおそれん ひとのため) 

愛に境はなきものを (あいにさかいは なきものを) 

 

３ 朝日輝く桜花 (あさひかがやく さくらはな) 

大和心の咲き匂う (やまとごころの さきにおう) 

美まし少女を育くめる (うましをとめを はぐくめる) 

泉の流れ汲みて知る (いずみのながれ くみてしる) 

愛にねざせる義務の念 (あいにねざせる ぎむのねん) 

 

４ 信望愛の三つの徳 (しんぼうあいの みつのとく) 

萬の徳のもといぞと (よろずのとくの もといぞと) 

知るや少女子聖心の (しるやをとめご せいしんの) 

花の冠いただきて (はなのかんむり いただきて) 

よき子よき妻よき親の (よきこよきつま よきおやの) 

 

５ 鑑となりて人の為 (かがみとなりて ひとのため) 

親の為又夫の為 (おやのためまた つまのため) 

子の為さては世の為に (このためさては よのために) 

心をつくし身をつくし (こころをつくし みをつくし) 

母性の愛を高らかに (ぼせいのあいを たからかに) 

平和の為に尽くせかし (へいわのために つくせかし) 
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